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試験があります。1 級と 2 級では、面接による




























　本学としては、1 年間勉強した人には 4 級を、
2 年間勉強した人には３級を、さらにタイに留
学をした人には２級を目標にしてもらいたいと
思っています。２級があれば、タイ語を武器に
就職したり仕事したりすることが可能になりま
す。なお、愛大生は、加納に連絡してくれれば
推薦者割引受験制度の適用が受けられますの
で、かなり「お得 !!」に受験することができます。
過去問もメディア・センターに完備してありま
すので、ドンドン利用して下さい。「タイ語演習」
の授業でも、検定受験準備を心がけています。
２、実用タイ語検定試験
　こちらは、上の「タイ語検定」に比べると
かなりやさしめです。５級に至っては、タイ
文字なんて知らなくても、カタカナ（!!）で受
験できてしまうほどのお手軽さです。２級以
上は口述式の２次試験があり、３級までは年２
回、準２級以上は年１回開催されています。各
級の基準は次の通りです（詳しくは http://www.
thaigokentei.com/ 参照）。
　5 級：初歩的なタイ語をカタカナ表記とロー
マ字発音表記で理解することができ簡単な会話
が可能なレベル
　4 級：初歩的なタイ語をタイ文字で理解する
ことができ、簡単な会話が可能なレベル（学習
時間は約 45 時間程度のレベル）
　3 級：日常生活を送るのに必要なタイ語を十
分理解し、簡単なタイ語書籍の読解が可能なレ
ベル（タイの小学 2 年生以上のレベル）
　準 2 級：社会生活を送るのに不可欠なタイ語
を理解し、企業での実務や職務上においてタイ
人との意思疎通が可能なレベル（タイの小学 3
年生以上のレベル）。
　2 級：社会生活を送るのに必要なタイ語を十
分理解し、新聞記事の読解、音声ニュースの聴
解、簡単なタイ語翻訳やタイ語通訳が可能なレ
ベル（タイの小学 4 年生以上のレベル）
　1 級：より高度なタイ語能力を有し、タイ語
翻訳者・タイ語通訳者として通用するレベル。
（タイの中学 1 年生以上のレベル）
　いずれの試験も、日本社会におけるタイ語の
重要性に比して、まだまだ級を持っている人が
少ないのが現状です。愛大生には是非 !! こう
した資格をとって、将来に羽ばたいてもらいた
いものです。トンデケー !!
